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§１．研究開発成果の概要 

ハロゲン化金属ペロブスカイト（ペロブスカイト）太陽電池は次世代太陽電池として注目を集めて

いる。その理由は 100ºC 程度の条件で作製可能であり、Si 系太陽電池に匹敵する高効率を示し

ているためである。太陽電池に用いられるペロブスカイト化合物 ABX3 (A はメチルアンモニウム、

ホルムアミジニウムなどのカチオンで、X はハロゲン化物イオン)ではおもに Pb が用いられている

が、カーボンニュートラルに向け、太陽電池の飛躍的な設置面積拡大が求められている中、低環

境負荷の観点から Bサイトである金属イオンとして Sn2+のような毒性の低い金属イオンを用いたペ

ロブスカイト太陽電池の開発が求められている。一方で、Sn は 2 価(Sn2+)から 4 価(Sn4+)へ酸化

されやすいため、作製が難しく、データの再現性に乏しい。また、疑似太陽光照射下の連続発電

において、安定性や耐久性に大きな問題がある。本提案では、Pb ペロブスカイトで 2D 構造の配

向制御の研究を推進してきた上智大学と Sn ペロブスカイト太陽電池の高効率化研究を行ってき

たNIMSとが連携して、Snペロブスカイトについて、電荷生成と電荷輸送を念頭に、2D構造の配

向制御した薄膜を形成することによって、高効率で耐久性を有する Sn ペロブスカイト太陽電池を

構築することを目的とする。 

本年度は これまで進めてきている Pb ペロブスカイトに関する知見を参考に、Pb の Sn への部

分置換、および 3Dから 2Dにわたる境界化合物である擬 2D化合物に着目し、Sn 含有ペロブス

カイトの取り扱い、および性状把握、および構造構築を中心に検討を行った。また同時に得られた

化合物について、NIMSでの太陽電池評価を開始し、評価を進めた。 
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